
安芸太田町歯科保健センター

歯科衛生士 栗栖真利子



令和５年６月末現在

人 口 5,624人

高齢化率 52,2％
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平成１１年度に歯科保健センターを

国保総合保健施設に設置



・胎児期～乳幼児期⇒妊婦教室、乳幼児健診、育児相談

・保育所⇒集団指導、歯科健診時のフッ素塗布

・学校歯科保健⇒小・中・高校 個別指導、集団指導

・中高年⇒歯周疾患検診、集団指導

・介護予防事業⇒おいしい教室（二次予防事業）

⇒通いの場・サロン・施設（一般予防事業）

・要介護者口腔ケア事業⇒訪問、歯科検診

・高齢者口腔機能リハビリ体操の普及
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介護予防事業での取り組み

平成18年度～25年度

口腔体操・嚥下体操の実施

平成26年度～

舌圧トレーニングの追加

・舌圧測定

・ペコぱんだを利用してのトレーニング
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舌圧トレーニング教室
平成26年度～

県と企業と医療・福祉現場との連携による

新たな取り組み（医工連携）開始

安芸太田町

広島大学

会議風景

県歯科医師会 広島県

協定締結
㈱ＪＭＳ

介護予防教室での実証
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舌圧トレーニング教室（介護予防事業）開始

平成26年新聞にて掲載
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ペコぱんだ（トレーニング用具）
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舌圧測定

数値化

用具の利用
（ペコぱんだトレーニング）

スタッフ→より効果を認識
参加者→モチベーション向上

唾液の分泌向上
むせの減少
トレーニングの強化
参加者の意識の向上
咀嚼・嚥下機能維持・向上

舌圧トレーニングの成果

20

25

30

35

40

トレーニング開始前 1ヶ月後 2ヶ月後

舌圧測定グラフ

A B

Aさん・・・口腔体操＋トレーニング
Bさん・・・口腔体操のみ

（kpa)
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舌圧トレーニング教室3年間の流れ

26年度 27年度 28年度

おいしい教室
（二次予防事業）

だるまサロン
（一般予防事業）

ゆうゆうサロン
（一般予防事業）

小規模多機能ひまわり
（一般予防事業）
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平成28年度小規模多機能ひまわりにて
舌圧トレーニング実施

実施月 内容 施設の取り組み

平成28年 2月 職員より依頼あり

3月 初回打ち合わせ

5月 平成28年度打ち合わせ会議

6月 舌圧トレーニング教室開始（初回舌圧測定）
家族へ本人の摂食・嚥下アンケート調査

体操・トレーニング

7月・8月・9月 実施状況確認

9月・10月 中間舌圧測定

11月・12月・1月 毎月実施状況確認

2月 舌圧トレーニング教室終了

3月 平成28年度報告会議

平成29年 7月 追跡調査実施
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初回ペコぱんだ指導

舌圧測定

実践風景
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食前の口腔体操
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実践風景



ペコぱんだの管理
及びトレーニングの実践
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実践風景



初回 最終回（8か月後）

舌苔・乾燥減少
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実施報告



小規模多機能ひまわりの舌圧教室を終えて

認知症の方でもトレーニング可能

週2、3回のトレーニング・体操の実施でも

舌圧値及び口腔機能維持・向上

口腔機能維持（在宅でのトレーニング困難）

施設職員の協力が不可欠である

体調の改善
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29年度 30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

おいしい教室
（二次予防事業）

だるまサロン
（一般予防事業）

ゆうゆうサロン
（一般予防事業）

小規模多機能
ひまわり
（一般予防事業）

グループホーム
なごみの里

生活支援ハウス
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舌圧トレーニング教室の流れ 〔１〕

舌圧トレーニング教室実施



通いの場 30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

坂根

戸河内

香草

殿賀

浄善

辻ノ河原
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舌圧トレーニング教室実施

舌圧トレーニング教室の流れ 〔２〕



舌圧トレーニング教室の内容

※舌圧トレーニング教室開催場所⇒通いの場より選出

⇒6か月間のスケジュール表作成⇒代表者へ相談

【内 容】

●質問票の記入と摂食嚥下の調査

●舌圧測定

●ペコぱんだの配布とトレーニングの指導

●トレーニングカレンダーを作成⇒宿題（トレーニング）実施

●歯科健康教育

「百歳体操」・「かみかみ体操」・ 「舌圧トレーニング」

⇒より一層オーラルフレイルの予防に繋がる
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簡易測定器（ペコじーな）

R2年度～

舌圧トレーニング（通いの場）にて使用
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ペコぱんだ（トレーニング用具）R3年度～

21



質問表
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どんなものが食べられますか？（ 初回 ） 記入日 令

和 年 月 日

氏名
男 生年

月日
大・昭 年 月 日

歳女

◆ あてはまるところに○印をつけてください
（複数回答可）

食べ物
普通に
食べられ
る

刻んで食べ
る

むせる
飲込みにく

い あまり
食べない

嫌い
時々

よくあ
る

時々
よくあ
る

時々
よくあ
る

1 豆腐

2 おはぎ

3 ブドウ

4 麺類

5 汁物

6 酢の物

7 たこの刺身

8
ごはん（普通の
硬さ）

9 角寿司

1
0
焼き海苔

1
1
ビスケット

1
2
食パン

1
3
餅

1
4
かまぼこ

1
5
から揚げ

1
6
きんぴらごぼう

1
7
りんご

1
8
たくあん

1
9
せんべい

2
0
するめ

通いの場 舌圧トレーニング教室 舌圧トレーニング教室



あいうべ体操は、口呼吸を鼻呼吸に変えていく体操です

口・舌を鍛
きた

えることで、食べる・飲み込む機能がよくなります

ハッキリと！

パ・タ・カ・ラ

べ～

う～

い～

あ～

お口のリハビリ体操

と口を大きく開ける

と口を横に広げる

（ 笑顔！）

と口を強く前に突き出す

と舌を前に長く出す

→ 上下 → 左右

→ ぐるりと回す

安芸太田町歯科保健センター ☎ 22－0196

介護予防事業での歯科指導
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事例紹介（R4年度～R5年度）

１．おいしい教室（介護予防教室）

２．浄善（通いの場）

３．辻ノ河原（通いの場）

４．グループホームなごみの里（施設）

５．在宅
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１．おいしい教室

25

歯科検診

健康教育

舌圧測定

個別指導宿題表

栄養

口腔 運動
元気



２．浄善（通いの場）
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27

浄善（通いの場）



ペコじーなを使った取り組み（浄善）
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舌圧トレーニング教室R4年度結果
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●目的
１．口腔機能の向上により高齢者の生活の質（ＱＯＬ）を向上させる
２．舌圧を高めることで誤嚥を防止それに伴う疾患（誤嚥性肺炎）を予防する
３．口腔機能の維持向上によりオーラルフレイルを予防する

●目標
１．対象者の５０％以上に舌圧の維持・向上
２．対象者の摂食嚥下の状況の改善
３．対象者の５０％以上が自宅で口腔機能向上のトレーニング継続
（ペコぱんだトレーニング及び口腔体操）

●結果
達成状況・・・３項目すべてにおいて目標達成している

教室名
評価
対象
人数

1．対象者の50％
以上に舌圧の
維持・向上

2．対象者の
摂食嚥下
状況の改善

3．対象者の50％以上が
口腔機能向上の
トレーニング継続

おいしい教室 17人 100％ 88.2％ 94.1％

浄善（通いの場） 14人 100％ 78.6％ 100％



3.辻ノ河原（通いの場）R5年度
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4.グループホームなごみの里
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グループホームなごみの里
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グループホームなごみの里
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グループホームなごみの里
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５．在宅でのトレーニング
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・訪問口腔ケアH27年度より開始

・訪問歯科治療同時に開始

⇒義歯の装着により食事量改善

・H28年度よりペコぱんだトレーニング開始 ⇒むせ改善

★現在とてもお元気になられ毎日の散歩と

自宅での自転車こぎ実施



口腔機能維持・向上

今後も普及啓発を続けることで高齢者のQOLの
向上とオーラルフレイルの予防へ結び付けたい

オーラルフレイルの予防
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舌の機能向上

高齢者の生活の質（QOL）の向上
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